
○ 共生社会ホストタウン登録数は101件(105自治体)、先導的共生社会ホストタウン認定数は15件(15自治体)
○ 共生社会ホストタウン連絡協議会（世田谷区、川崎市、内閣官房、国土交通省等）主催により、

各自治体の取組を共有・発信する場として「共生社会ホストタウンサミットin多摩川」を開催（2021年1月）
○ 共生社会ホストタウンオンラインミーティング（2020年10月に計4回開催）や「ホストタウンサミット2021」
（2021年2月）においても、各自治体の取組について共有・発信

○ コロナ禍の中でも、心のバリアフリー及びユニバーサルデザインの街づくりに向けた「バリアフリーマップまち歩き点検」や
ホストタウン相手国とのオンライン交流などの取組を積極的に推進

共生社会ホストタウンの最近の取組状況

共生社会ホストタウンサミットin多摩川

オンライン交流イベント（アイルランド×成田市）相手国とのSNS交流（タイ×大館市）

バリアフリーマップまち歩き点検（福島市）パラリンピック教育を通じた心のバリアフリー（明石市）

ロボットを活用したオンライン交流（マダガスカル×宇部市）
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